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加圧給水車仕様書 

 

 

１ 目的 

  本仕様書は、津市上下水道事業管理者（以下｢発注者｣という。）が令和８年度に製作を依頼

する加圧給水車の仕様について必要な事項を定める。 

２ 概要 

  加圧給水車は、給水タンク及び加圧ポンプを搭載した飲料水用給水タンクを要し、車両総

重量５，０００ｋｇ未満の準中型（５ｔ限定）自動車免許で運転可能なものとすること。 

３ 総則 

⑴  車両は、日本国内の製造工場で製造された車両とし、「道路運送車両法」「道路運送車両

の保安基準」及び「日本産業規格」その他の関係法令に適合し、登録手続きを完了したも

のを納入すること。 

⑵  車両および架装部分は、納入期日より１年以内に製造された新品の製品・部品を使用す

ること。 

⑶  全般にわたり防食、防水性及び排水性に十分配慮するとともに、耐久性に優れた精選材

料を使用すること。 

⑷  資機材は安全かつ確実に積載できる構造とし、作業者が容易かつ安全に積み下ろしでき

る強固な固定装置を設けること。 

⑸  架装に係る部材の切断端末等は、面取りや研磨を行い、作業者の危害防止のための適切

な加工を施すこと。 

⑹  受注者は、本車両の納入までに発生したいかなる事故に対してもその責任を負うものと

する。 

⑺  納入後１年以内に設計・製作・材質の不良等に起因する故障や欠陥が生じた場合、受注

者の責任と負担において無償で修理または交換を行うこと。 

⑻  製造業者が定める保証期間が１年を超える場合は、その期間を適用する。修理等を行っ

た箇所については、保証期間をさらに１年間延長するものとする。 

⑼ 車両の製作は、この仕様書及び製作承認図等（契約後受注者にて製作すること。）による

こと。 

⑽ 受注者は、契約に当たりこの仕様書を了承し、不明な点については、発注者に質問し、

十分に熟知した上で契約すること。 

⑾ 受注者は、契約後仕様書詳細について発注者と打合せを行い、製作承認図等を提出し、

承認を得てから製作に着手すること。 

⑿ 受注者は、契約後製作に当たりこの仕様書に疑問が生じた場合は、直ちに発注者に連絡

し承認又は指示を受けること。 

⒀  本仕様書中に商品名を指定しているものについては基準品であり、同等品で差し支え

ないものとするが、その都度発注者と協議し決定すること。 

⒁  検査・検収は、寸法・外観・溶接・その他組立状況を検査の上、車両や作業装置類の 
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動作確認を行い、全般的な機能を検査すること。検査に要する器具、人員等は、受注者

において準備すること。 

⒂  受注者は落札金額に係る積算内訳書を、後日提出すること。 

４ 提出書類 

 ⑴ 受注者は契約後、製作開始前に仕様内容について発注者と打ち合わせを行い、十分協議し

た上で下記の書類を発注者に提出し、承認を得ること。 

  ① 製作承認図 ２部 

②  部 品 図 ２部 

③  製作仕様図 ２部 

⑵ 完成後は次の書類を速やかに提出すること。 

①  取扱説明書 ２部（PDF 形式でデータを含む。） 

②  完成図書  ２部（PDF 形式でデータを含む。） 

③  自動車検査証（原本及び写）１部 

５ 購入台数 

  １台 

６ 納入期限 

  令和１０年３月１７日 

７ 納入場所 

  津市上下水道庁舎（津市殿村５番地） 

８ 仕様 

車両規格 ・新車 

・寸法：全長４，９００ｍｍ程度、全幅１８５０ｍｍ程度、 

全高２，２５０ｍｍ程度 

・国内メーカー製トラック：２ｔ車級、標準キャブ 

・車両総重量：５，０００ｋｇ未満（AT 限定、準中型５ｔ限定免許対応） 

・最大積載量：１，５００～１，６００ｋｇ程度 

・エンジン：ディーゼルエンジン、１５０ＰＳ以上 

・令和８年７月現在の排出ガス及び燃費基準に適合していること。 

・変速機：ＡＴ又は ＡＭＴ 

・駆動：パートタイム又はフルタイム４ＷＤ 

・オールシーズンタイヤ（スペア共）装着 

・車体色：白色（メーカー標準色） 

・乗車定員：３名 

車両付属品 ・パワーステアリング 

・エアバック（運転席及び助手席） 

・簡易放送設備一式 

車載用アンプ１台（定格出力 20W 以上、マイク付、SD カード等による自

動再生機能付） 
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スピーカー４個（出力 10W 以上、車両上部またはルーフキャリア等に設

置） 

・カーエアコン一式 

・カーナビゲーションシステム一式（地上デジタル放送が受信できるもの。

モニタサイズは６インチ以上） 

・ＡＭ／ＦＭラジオ（ＡＭ放送及びＦＭ放送が受信できるもの。ただし、カ

ーナビゲーションシステムにラジオの機能があれば不要） 

・バックカメラ ルームミラー位置にカラーモニター表示 

・ドライブレコーダー（前方及び後方録画常時録画機能、SD カード録画） 

・ＥＴＣ車載器 音声案内機能付 

・シガーライターソケット又はＵＳＢソケット 

・サンバイザー（左右）１対 

・サイドバイザー（左右）１対 

・ハンドグリップ（助手席）１個 

・バックランプ及びブザー（左折時アナウンス機能含む。）一式 

・助手席側電動格納式サイドミラー 一式 

・ＡＢＣ消火器（固定場所にしっかり固定できること）１本 

・フロアーゴムマット 一式 

・誘導旗（赤・白各１本） １組 

・標準工具（油圧ジャッキ付） １式 

・スペアタイヤ（ホイール付、前輪と後輪が異種の場合は各々）１本 

・タイヤブロック（樹脂形成品・格納場所は荷台下）１組 

・アンダーミラー（前方左側） １個 

・フォグランプ 

・泥よけ（後部はステンレス鋼板製とすること）一式 

・左右後輪足元灯 一式 

・発煙筒 １本 

・非常停止表示器材（ＴＳマーク入り昼夜兼用）２個 

・タイヤチェーン １式 

・安全装置（シートベルト(ELR3 点式、中央席は 2点式以上)、ヘッドレスト

(助手席含む)）一式 

・長期間使用しない間のバッテリー保護のための回路切断用スイッチ １個 

・その他、標準付属品 一式（※車両標準装備と重複するものは、標準仕様

のとおりとする。） 

・燃料タンクを満たし、機器装備品等即時使用可能な状態で納入すること。 

・電源装置 

 直流電源（防水処理を施したコンセントを車両後部両側に配置すること) 

電圧２４Ｖ 容量１２０Ｗ以上 
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 交流電源（防水処理を施したコンセントを車両後部両側に配置すること) 

電圧１００Ｖ ２５０Ｗ以上 

（各コンセントには電源種別及び容量の表示をすること） 

・燃料タンクの給油口キャップは施錠できるものを使用すること。 

・油圧ジャッキは助手席後部スペースに固定すること。 

給水タンク ・形状：楕円形 

・容量：１，５００ℓ～１，６００ℓ程度（車両総重量５ｔ未満で最大量とす

る。） 

・材質：ＳＵＳ３０４同等品 t=３mm 以上 

・表面加工：内外面共、酸洗い、水洗い後、バフ仕上げ（外面＃３５０以

上、内面は不問）とすること。 

・マンホール 

タンク上部にφ４５０mm程度の蓋（ハッチ式、丸ハンドル式）を有するマ

ンホールを１箇所設けること。 

蓋上部又はタンク上部に通気管を取り付けるものとする。 

南京錠の取り付けられる形状とする。（ステンレス製の南京錠を取り付け

る。） 

材質はすべてＳＵＳを使用する。 

ガスケットは（EPDM 等、食品衛生法適合品）を使用すること。 

・水面計 

材質はＳＵＳ（レベル部は透明ビニールホース）とし、タンク後部 

 左に１箇所（５００ℓ刻み）取り付けること。 

配管及びポンプ ・配管方式 

タンク前方側面及び後方からの吸水及び排水がエンジン駆動ポンプを使用

可能な配管であること。 

・重力落下による給水も併用できる構造とすること。配管には水抜き（ドレ

ン弁）を設けること 

・配管・バルブ材質はステンレス（ＳＵＳ３０４相当）とする。 

・エンジン動力ポンプは、最大吐出量 ２００リットル/min 以上、揚程 ２０

m 程度とする。（ＰＴＯ駆動方式。空転防止機構、ポンプケーシング部の

水抜き機能を有すること） 

・配管はタンク下部に施し、操作バルブはすべてシャーシ下部に潜り込まな

いで操作できる位置に取り付けること。 

・配管材料は、管材料（５０Ａ）、管継手（５０Ａ）、四方弁（５０Ａ）、二方

弁（５０Ａ）、給水口（６５Ａ）、給水栓（２５Ａ）とする。 

・給水口・吸排口は、前方または側面、および後方に適切な口径の吸排口を

設置すること。（キャップ・脱落防止チェーン付） 

・小口給水金具 車両後方に 25A 程度の小口給水口（ボールバルブ付）を４
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箇所以上設置。 

各口にレバーカップリングまたは町野式等の継手、キャップ、脱落防止

チェーンを付属すること。 

なお、運用上不適当だと思われる場合は、発注者と協議し、適切なもの

にすること。 

・連成計を取り付けること（正圧及び負圧表示）。 

外装 ・タンクフレームベース 

ステンレス鋼板を使用して、タンク全面を支持する方式とし、シャーシフ

レームとは緩衝材を介して固定すること。 

・タンクの製作・架装 

外観形状が良く、器具の収納・積給水・点検に容易な構造であること。 

・ステンレス鋼板製のステップ 

タンクの両面に取り付けること。 

・ホース収納箱 

ステンレス製とし、ステップの下部に後述するホースが格納できるように

取り付けること。 

・道具箱 

ステンレス製で施錠式とし、タンクとキャビンの間に取り付けること。 

サイズについては、法令を遵守し、周辺との干渉を避けたうえで最も大き

なサイズとすること。 

走行中に不用意に開かない構造とし、箱内に２段の棚を設置すること。 

・後部作業灯 

脚部はステンレス製とし、２基（可動式）を取り付けること。 

・ポンプ 

シャーシフレームの左側に取り付けること。 

・甲板 

タンク上部にアルミ製により設けること。甲板底板は縞鋼板とし、ポリタ

ンク等が固定できるようにアングル枠を溶接し、ロープで固定できるよう

にフックを取り付けること。 

・その他、タンクに付随する設備（部品も含む。）は、一部を除きステンレス

製とし、タンク外面と同様の表面仕上げとすること。 

・車両後部等に突起部分がある場合は、ゴム等で被覆し、危険の無いように

すること。 

塗装・文字入れ ・鋼板部は、完全な防錆下地処理を施した後、仕上げ塗装を行うこと。 

・鋼板部の塗装色は発注者指定色とすること。 

・タンク等には、次の文字を記入すること。塗装、シール等表示の方法は問

わないが、視認性に優れ退色や剥がれが少ない方法とすること。 

市章を除く各文字色は黒色とし、色見本を示し、サイズ、位置等の詳細は
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協議すること。 

 タンク両側・・・「津市水道」 

 タンク後部・・・「津市水道」「津市市章」 

 車両後部・・・・「品名 飲料水」「最大積載量○○○○㎏」「最大容量○○

○○ℓ」 

 その他、発注者の指定する文字 

付属品等 ・サクションホース 飲料水用塩化ビニール製 ２．５Ｂ×２．０ｍ（ダボ

付）口金 ＳＵＳ製 ２．５Ｂ ６５mm 消防ネジオス－メス付 ２本  

・上記ホース用保護キャップ ＳＵＳ製 消防ネジオス用 ２個  

メス用 ２個 

・消防用布ホース ６５mm×１０ｍ 町野式金具 ＳＵＳ製オス－メス付 

３本 

・消防用布ホース ６５mm×１０ｍ 町野式金具 ＳＵＳ製メス－メス付 

１本 

・媒介金具 ６５mm メスネジ×町野式オス（内側）に平行メネジ ４個 

・栓用キャップ 町野式 メス ４個 消防ネジ メス ４個 

・栓用キャップ ネジ式 町野式オス（内側）に切った平行メネジに合った

平行オネジ ４個 

・給水栓（予備品） ２５mm（ＳＵＳ製）ボールコック ４個 

・連成計（予備品） 圧力計 １個 

・片口スパナ １９mm 片メガネ形 １個 

・ホース締付ハンドル ２個 

・ペットボトル注水用アタッチメント９０° ４本 

・ポリタンク注水用アタッチメント式給水用ホース９０° ４本 

 

９ その他 

 ⑴ 発注者への取扱説明会を２回以上実施すること。 

 ⑵ 契約金額には、車両本体及び付属品価格のほか、付属品の取付け費用、登録手数料、納車

に要する費用、車庫証明に係る費用、自動車リサイクル料等の納付に係る代行手数料等一切

の費用を含むものとする。 

 ⑶ 新車登録申請など、運用開始までに必要な諸手続きの一切は、受注者に委任するものとす

る。 

 ⑷ 自賠責保険、重量税及び自動車リサイクル料金の経費は、発注者が前払い方法をとるため、

契約金額から除外する。 

 ⑸ 自賠責保険、重量税及び自動車リサイクル料金を除く、その他運用開始までに必要な一切 

の経費は、契約金額に含むものとする。 

 ⑹ 発注者の指定する場所へ納入するまでの車両の輸送等に要する経費及び危険負担は、受注 

者の負担とする。 
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 ⑺ 本仕様書及びその他の事項について疑義が生じた場合は、発注者と受注者が協議の上、決 

定するものとする。 


